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評価 判断

箇
所
番
号

路河川名及び
地区・箇所名

市町村名 大字等
総事業費

（百万円）

Ｈ○○
要望額

（百万円）

公共
単独
の別

完成
予定
年度

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
本部・部名 ○　○　○　本　部 課　　　　　名 ○　○　課

記入責任者
（担当者名）

○○課長　　　○○　○○
　　　　　　　（○○　○○）

評価視点：必要性・効果

種　　　別 道　　　　　　路

事 業 費 評価視点：位置付け

排ガス対策型機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

所　在　地 評価視点：実施環境

評価指標：○○○○ 評価指標：○○○○

計

評価指標：
点検及びプログラム

評価指標：
事前調査

評価指標：○○○○ 評価指標：○○○○

計 計

維　持　管　理 事　業　名 道路防災対策事業

事業目的
豪雨時や地震時において、崩壊、落石、地すべり、土石流のような土砂災害の発生が予想される危険性の高い斜面や法面について、落石防止対策、土砂崩壊防止対策工事等を実施することにより、
自然災害の発生を未然に防ぎ、通行車両の事故防止、及び物資等の運搬経路や緊急車両等の通行経路の確保を図ることを目的とする。

事　業　区　分

自然環境にできるだけ影響を与えない後方を選択した。

定性評価

自然環境保全

生活環境対策

コスト縮減策

そ　 の 　他


	Sheet1

